
信淵の経済思想について

1．はじめに

封建制解体期における経済’思想家の一人に

佐藤信淵がいる。彼はその生涯において多方

面の膨大な著作を残しているが，その真髄は

経済論にある。江戸時代後期の経世家と呼ば

れる人々の多くがそうであったように，彼の

経済論は「経国済民」を主体とする,思想であ

り，個別的専問的な経済理論ではなく政治経

済論又は社会経済論と呼ぶべき性質のもので

ある。信淵は，その著「経済要略」の中で自

己の経済に対する考え方を次のように述べて

いる。「経済とは，国土を経営して万民を済

救する業なり，故に国家に君たるものは，一

日も怠ること能はざる緊要の務たり，是を以

て国君経済の政を忽にするときは，其国の忽

に衰耗して，上下財用困窮し，万民食物衣類

の給せずして，或は赤児を堕胎，賊殺し，或

は兄弟，妻子離別し，甚しき者は老弱は餓浮

して溝堅に転じ，壮者は流散して他国に行き

田畑も荒蕪するに至る者なり，畏れざるべけ

ん哉。」

今迄信淵の経済思想に対しての研究は数多

くなされているが，いまだその評価の面にお

いて定説が出来ていない観がある。これは彼

の著作が膨大であり，また多岐多方面に及ん

でいるため，その,思想大系を把握する段階に

おいてその本脈のいずれにあるかを把握しが

たき面が多分にあるゆえであり，これは森銑

三氏が，信淵を「疑問の学者」として，彼の

膨大な著作はこれことごとくみな他人からの

I'J窃であり，自己を宣伝するための作為的な
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ものであるとする研究があるように，信淵の

著作中には，そのまま彼の理論として取り上

げられない部分があることは確かであり，こ

れが信淵を研究するに際しての一つの難関で

もある。彼の著作に見られる意見が彼自身主

張する如く，祖先よりの伝統的家学の集大成

であるか，あるいは他人からの票']窃であるか

は一まず差し置いて，彼の全著述を眺めて見

た場合，そこには信淵自身の,思想が体系的に

浮び上って来ることも又事実である。

信淵が本格的に著作活動を開始したのは文

化初年と,思われるが，この時期は幕政におい

て松平定信を中心として行なった寛政の改革

が，消極的部分的な効果は上げながらも，封

建制解体の危機の進行を止めることは出来ず

結果的には失敗に終わり，更に一そう封建制

下における諸矛盾が激化し，封建的危機が進

行して行く時期でもあった。信淵は，彼の著

作の中で農村における惨状をしばしば取上げ

て居り，羽仁五郎氏はその箸「信淵に関する

基礎的研究」の中で，彼が「農政経済論を以

って唯一の学問と見倣し，この為めにその一

生を捧げたといわれて差支えないのである

が」と述べられ，また信淵がかく考えるに至

った最初の動機を説明する彼の言葉として，

「天明3年予先考に従て出羽奥州関東諸国を

遊歴せり，時に右諸州大磯鯉にて，郷里粛条

として流散の飢民道路に充満し，既に餓死し

たる者400余人を見たり，先考深く諸国の政

事に条理なきを以て嘆.息し，因て厳く予に経

済の学を講究し蒼生を救うべきを命じ，乃ち

親ら窮民餓浮の図画を写し，以て予に賜りき
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……。」（経済要略）「我先祖は出羽の秋田

に家し･世,々医と農とを業として数多の年を送

れり，然るに高祖父歓庵翁に至り，数々磯雌

に遇て国中の人間多く死たるを悲み,t嘆息の

余り窃に志を興し，男子世に生まて……（中

略）願くは四海の人民を救ふべきの大道を明

にせんと……。」（物価余論）「予家は……

医を以て業とせり，其後予祖父不昧軒翁に至

り，磯雌屡々行われて万民流散し，餓癖する

者の甚多きを見て,窃に嘆息して思へらく，医

業小く広く衆を救に足らず，願ぱ国家困窮し

て万民飢寒に迫の大‘患を済ふべき道あらんと

於是乎始て経済の学に志し……。」（経済要

禄序言）等の例を引かれ，「信淵が時代の磯

鯉にあらわれた貧困の問題によって，所謂経

済の業を以って男子の業として意識したこと

を知れば足りる」と説明されているが，商品

経済の発展に伴ない領主経済の財政破綻が招

来され，その財政補填のため股民層よりの封

建的収奪が更に強化され，それにもとずき磯

鯉時における農民の餓死，または流散等を通

しての農村の破壊という事態を生み，これが

ひいては封建的収奪の基盤である農村･の弱体

化により，領主財政の一そうの危機に結びつ

くという現実のもので，信淵は幕末の社会経

済的不安，磯蝕，餓死，生児|陰殺等の体験を

契機としてその経済論を展開している。

領主経済の破綻は崩芽的ではあるにせよ，

17世紀の後半である元禄時,代には早くも現わ

れて居り，この時期には農民的商品経済が全

国的な規模で拾頭して，領主経済を支える封

建的収奪の基盤である農村･の内部に様々 な矛

盾が発生しつつあった。農民的商品経済の発

達を通して，封建制下における幾村の中核で

ある本百姓経営が分解し，多数の無高層の発

生が見られるようになったのもこの時期であ

り，このような艇民の中から農村･を離れて商

人化する者が発生するに至る。高沢湧鳴は

「高沢税賦考」の中で，「万治寛文以来，樹I
城下広大，武家並町人等繁華至極になり，其

風御郡方へも移り，衣食等いかにも古へと事

違い，今の世は箸の品々もあるなれども，町

人等其身の程々に過ぎ花美を増したる割合に

くらべては，御郡方左程には思われず，是は

改作御法にて手前に米銭よけいなき故ならん

か，其中にも御郡方の内，世智がしの町方羨

む者は折を持て村方を逃れ去り，小商杯して

終には町方の家持となり，仕合よき者は大商

人となり，衣食花麗願望達するあり，されば

富を羨むは人情の常なれば，御郡方に住する

者も，就中商売を好むようになり，耕作を疎

み，郷は勿論能越遠所迄も商する者は利徳を

得る事多く，商売盛りの世中とうつり来る。

髪に遠所町方なども惣屋敷の旧記を見て，古

今の違いを粗考ると，凡二三割充家数の増さ

ざる所なし。其中にも御郡支配無高所，或は

小高にて商人多き所は，家数昔の二双倍，三

双倍に成たる所々 あり，農業の村方此体を羨

み，耕作の辛苦を疎む者出来るも理りならん

か，元来御仁恵より出たる改作御法の農業を

疎む気味さえ出来たる世風，勿体なく歎敷事

ながら，今更指あてて其筋の御役人ごときの

手に及ぶべき様もなくｰ只心痛して居るより

外は有まじ，かじけ百姓耕作手支も貧着なき

世風となる。其濫蛎を考ふるに，万治寛文の

頃より惣て御国風広大至り極り，延宝年に移

り，はや御財用御指支の沙汰起り，御かり銀

申渡してありて，そろそろと御倹約といふ事

始る」と論じているが，これは元禄時,代より

約30年位前の加賀藩内の経済的実情を描写し

たもので，この様な情勢は多小とも各藩で発

生していたのである。特に畿内を中心とする

先進農村地域においては，元禄期には江戸時

代の初期までの自給的主穀艇業から商業的農

業への転化が行われており，また各地農村に

おいてもそれぞれの条・件に応じて商品生産が

行なわれ始めている。

・信淵が著述活動に入ったのは，この様な封

建制の初期的危機が発生した元禄期より遥か

に百年も後の時代であり，この百年間に封建

－19－



制の著しい質的変化が見られ，その内部矛盾

が激化していたのであり，この間に行われた

享保改革，寛政改革等も結果として封建制の

変質過程そのものを押し止めることが出来ず

その結果封建制は正に崩壊寸前の状態にあっ

た。この様な時期に，如何なる観点から信淵

はその経済論を展開しているかということが

問題になるのである。彼は先に述べた如く，

幕末の社会経済的不安，磯鯉，餓死，生児陰

殺等の体験を一つの契機としており，現実社

会の経済的困乱，特に領主財政の危機を救済

するためには新しい制度を立て，そのもとに

おいて封建的収奪の基盤である農民層の生活

の安定を計る必要を述べている。彼は経済の

業（国土を経営し，万民を救済する事）を進

めるに当っては，先ず倹約を実施することが

先決であると論じているが，その倹約を実施

するに際しては，「其境内人民の食物衣類を

豊焼に……」することが主眼であり，幾民層

の生活を安定させることが国を富盛にするゆ

えんであるとし，「強ちに緊敏を専らにし容

畜を務て，財用を蓄積するの謂には非る也，

然るに世上の経済家富国の法を論ずるに，大

抵皆蓄積を以て主とするは，此れ大なる誤な

るくし何んとなれば，衆散を行い蓄積を念と

するときは，其職を勤るの諸臣等，知らず覚

えず，皆甚だ少恩に為りて，家中大衆の貧窮

するも，領内万民の銀難するをも，恕り慈む

の情薄く，免に角に算盤のみを弾きて国家の

政事を執り行い，国君下を滋沢して，家中諸

士及び百姓等を安養すべき天性の徳ありと雄

ども，貧答なる壁臣に支えられ知ること無き

を以て，家士を始め百姓等まで，皆食物と衣

服の給せざるに困迫し……｡」（経済要禄）と

述べている。しかるに彼はまた「貢税を進納

せざるは天地の容ざる処なり，罰せずんばあ

るべからず，然りと雄ども一図に厳酷を行い

誹求して此を籍没するときは，流民と為て…

…（中略）終に国家の害を作るに至る｡」（農

政本論）とも述べ，農民を単なる封建的収奪

のための客体としてでなく，人間として生活

する権利を認め様としている。ただしこの農

民保護思想ともいうべきものは，積極的なも

のではなく，封建制度を維持し領主経済を安

定させるという前提に基づいての消‘極的なも

のである。彼の経済思想の全般的な特徴とな

っているものは，その経済論の蕊付けになる

根本,思想が合理的な面と非合理的な面との二

律背反的要素を併存していることであり，そ

して前者が強く表面に出てくる時期と，反対

に後者が現出するI痔期とがある。このように

信淵の経済思:想は，その生涯を通じて終始一

貫したものではなく変化をとげており，これ

を時期的にはつぎのように区分することが出

来よう。第一は天保以前の重I萄主義論，殖産

興業論の時期であり。第二は天･保以降におけ

る流通統制論の時期である。

2．重商主義論

信淵の初期における経済思想の特徴となっ

ているものに重商主義経済論がある。特に文

化年間になった西洋列国史略，防海策，奉呈

松塘疋田君封事等においてその主義主張が著

しい。「……蓋し国家の利益を興すは海舶通

商より大なるはなし……」（西洋列国史略）

として，「抑も国家をたもつ者の第一の要務

は，慈愛を深くし，信義を篤くするにあり，

第二は外国に航海して通商交易するにあり，

夫国家富実すれば風俗敦厚なり，窮乏なれば

軽薄になるは論を侠たざる事なり，凡国家の

大利を興す者は，通商交易するより大なるは

無し，故に斯業を興さずんば，永久に慈愛を

深くし，信義を篤くする政教も得て行うべか

らず，今大夫の為に其論をなさんか，蓋し大

地の寒暑行きて大功を成すも一方に偏なる者

にして，万物の生産する，南北其気味を異に

し，東西其形侭を同うせず，是を以て東西相

交へ，南北相通じて，而後に其用を全するも

のなり，若又疾病磯鯉等の変有て穀果，薬物

其用不給あらぱ生民其天年を全せずして，或
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は天折の‘患に確ん者天地の愛子なり，ここに

磯鍵，天折の患に雁らぱ，皇天堂悲哀の傷に

勤んや，夫れ国家の長たるもの，政を行て天

地の大父母をして哀傷に勝へざらしめば，孝

行と言べけんか，故に有無相通じ，窮達相同

するは，則ち天意を奉行する道なり……。」

（防海策）と述べている。以上の叙述に見ら

れるように，国家の利益（領主財政の富盛）

を興すには外国との交易が第一であるという

重商主義経済思想が顕著であり，この時期に

おける彼は，同じく重商主義経済論を主張し

ている本多利明からの影響が多分に見られる

と思う。次に信淵は，秋田藩の家老疋田斉へ

の意見書である（奉呈松塘疋田君封事）にお

いて「･･…･乍然御領国に於て広大之利を興候

事に至り候而者，悉皆海舶運送に御座候儀に

ては，御領内に千石以上の大船百余綾も無之

候ては，逆も大利は興り不申候」と述べ，次

いでヨーロッパ諸国の,例を引いて，ヨーロッ

パ諸国は「‘何れも篤く航海通商の事に心を用

候て，数多の大船を造り，世界中の諸国を乗

り廻り，貿易を経営致し，有無を考軽重を校

り，人々出精致候而互市之大利を興し候に付

彼諸国共に皆国富み兵強く，国勢甚だ段盛に

御座候,此節日本之事体に候ては,通も御本藩

も西洋諸国の如く万国通商致候様には相調申

問敷候得共，せめては日本国中ばかりも乗廻

り候て，有無軽重を考校し，御本国之富実致

し候様にと奉存候」と述べて，文化年間にお

いては，積極的なる通商交易によってこそ領

主経済の発展があり安定があると主張してい

る。この限りに於いては，典型的重商主義論

ともいうことが出来るのである。然るに現実

の政治面において，幕府がその鎖国政策を祖

法として厳然と墨守している段階においては

彼のこの様な理論は本多利明がそうであった

ように，当然の帰結として一つの障壁にぶつ

かることになった。しかし本多利明の場合に

は，そこで頓挫し停滞したが，信淵の場合は

文化の末年における平田篤胤の国学との出合

いにより，その理論は発展への道を見出して

行った。それは次の文政期における彼の一連

の著作（経済要略，混同秘策，経済要禄，天

柱記等）においてあらわれてくる非合理主義

的契機によって顕著である。それはその中で
うぷ寸.な

彼が「産認の神意」によって，すべての経済

的困乱に対する解決への道を見出そうとして

いることで明らかとなろう。

信淵は天柱記，鋳造化育論，経済要禄にお

いて，産霊の元運より説き起こし，全世界は

産霊神（皇祖大神を始めとして他の神々も含

む）の力により現在までの世界が出来上った

のであり「……物産を興し製煉を精くし，山

海を通じ運輸を便にし，有無相遷し多少相錯

へ，以て世界万国の人をして日用の諸物贈給

せざる所なからしむ，是皇祖天神人類を蕃息

し，神聖を煉成んことを欲して，此天地を錆

造し天柱を衝立たる神意なり」（天柱記）と

して，国土を経営し万民の救済を計ることは

これ産霊の神意であり，国君（領主層）はこ

の産霊の神意にもとずき，その経済政策を取

り行なわねばならぬとしている。つまり「･･･

…旦又国家に主たる者は，天地の神理を精究

し，水陸を経営して物産を開発し，部内を豊

焼にして人民を蕃息し，蒼生をして皇天の命

を喪はざらしむる者は即ち其天職なり」（天

柱記）「凡一境の国土を領して，此に君臨す

る人は，皆前世に能上天の命に率ひ仁義礼智

の'性を存養し，篤く道徳を修め，人の銀難を

救ひ，人の過失を補ひ，天に事るの功業甚広

大なるを以て，上天の寵遇し給ふこと極て篤

く，八百万神の最も尊敬する所なり，故に今

此現世に人君と生来りて，富は一境の国土を

有ち，貴きこと数万の蒼生に君主と仰がれ…

…」（経済要禄，錆造化育論）と主張するの

である。以上の様な非合理主義的,思想が文化

年間から文政年間に入っての彼の重商主義論

へ，どのような影響を及ぼし，どの様な方向

において解決策を見出して行くかということ

がつぎに問題になってくる。この場合彼の理
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論は，一見相反する二つの方向への主張とな

って現われる。その一は，重商主義論を更に

拡大させる方向においてであり，その二は，

重商主義論を縮少させ後退させる方向におい

てである。先ず前者については，単なる海外

貿易論から海外経略論（侵略論と）なって表

われてくる。「皇大御国は，大地の最初に成

れる国にして，世界万国の根本なり，故に能

く其根本を経緯するときは，則全世界悉く郡

県と為すべく，万国の君長皆臣僕と為すくし

謹て神世の古典を稽るに所知青海潮之八百重

也とは，皇祖伊邪那岐大神の速須佐之男命に

事依し賜ふ所なり，然れば，則ち産霊の神教

を明にして以て世界万国の蒼生を安ずるは，

最初より皇国に主なる者の要務たることを知

る」（混同秘簸）次ぎに後者については，同

じく混同秘策において「……故に皇国より世

界万国を混同することは難事に非るなり，然

れども将に梱外に事有んとするには，先づ能

く内地を経諭すべし其根抵の堅固ならずして

枝葉の繁桁する者は，或は本傾くの患を発す

ることあり……（中略）凡四海を治るには，

先づ王都を建ずんぱある可らず」「東西両京

既に立ち，14省府も既に設け，経済大典の法

教既に行はれ，総国の人民既に安く，物産盛

に開け，貨財多く貯へ……（中略）而して後

に肇て海外に事あるべし」という意見となっ

て表われている。このように職種的なる貿易

通商，海外経略論から，新しい制度を立て

国内の開発をすることがまず大事であるとす

る封建制再編成への方向が指示されている。

かくの如く表面的には異なる二つの方向を描

いているが，その根本においてはこの二つは

合体して一つの理論を形成しているのである

すなわち制度を再編成し強力な国家権力によ

り経済の安定を計ろうとする絶対主義への道

がそこには準備されていたのである。

3．殖産興業論

重商主義経済論と並んで文政期の信淵の経

済思想の根底となっているものに殖産興業論

がある。「抑も困窮なる国を能く融通を附ん

と欲せぱ……（中略）先づ其国君及群臣も厳

く恭倹の二徳を修め，而して其国人を勉励し

て物産を興し製造を精妙にし，遍く他国の物

情を探索し，軽重を校り有無を遷し」「百穀

百菜を始め，藷の物産を業として開て国内を

豊焼にすること」は「人君第一の要務」（以

上経済要略）と述べ，開国要論においては

「経済の学は国土を開発するより始るが故な

り，抑も新に国土を開拓するには，都て科の

学あり」として，天文，航海，地理，経国，

相土，農耕，物産，製練，牧民，祭杷，医薬

武備，通商の十三科･学を列挙しているが，こ

こにおいても貿易通商と殖産興業がその経済

思想の中心的位置を占めている事が解ろう。

信淵の経済論は先にも述べたように時期的

に大きな変化をとげているが，特に文政期か

ら天保期に入って幕府のためということを念

頭に澄くに至り著しく表われてくる。それは

現実の幕府政治に対して極めて妥協的になっ

てくることであり，この限りにおいて，文化

文政期において顕著であった重商主義論は，

表面的にはまったく影をひそめてしまうので

ある。文化11年の経済提要において，早くも

その傾向が現われている。「抑国土を経営し

て財用を富焼にせんことを計るには必ず三事

六要の政を{情めざれぱ其功を成すべからず…

…（中略）三事とは精く版図を製し，審かに

気候を験み，明かに土性を弁ずる即是なり，

此三事は国を建るの基礎なるを以て……（中

I略）六要とは水土を平て，農業を誰じ，山沢

を開き，河海を埋め，百工を興し，商賓を轄

する即是なり，此六者は国家を安鋪するの要

務なるを以て，各其府を建て奉行を侭き上下

一致して其業を励むべし｡…．．。」（経済提要）

以上の如く三事六要の制をとり行なうこと

を主張しているが，この中には貿易通商は入

っていないのである。重商主義論が縮少して

行く過程において，彼の経済論の中心になっ
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て行くのが殖産興業論である。「抑々予家の

富国法は，・世上経済家の所説とは，其趣意頗

る異なる者にして……（中略）上は国君及び

郷大夫，下は艇工商蘭に至るまで心を一にし

力を同くして開物の業を勉励し，境内の水陸

を経営して遺利無からしむる耳，若夫君心を

斉くし，上下一致して国事を経営するときは

物産大に興り，万貨境内に充満すべし，貨物

既に境内に充満するに至ては士民の衣食自ら

富餓なるに論あることなし，何ぞ必ずしも府

庫の充実ると充実ざるとに拘泥することを為

んや」（経済要禄）

江戸時・代の経世家と言われる人々の多くは

とりわけ前期に於いて目立っているのである

が，領主財政の破綻の原因の一つに，世の中

全般の審修を取り上げ，その対･策として，第

一には審修そのものを抑えることにより，第

二には封建的収奪の強化によって，領主財政

の建て直しを計ることを策論しているが，信

淵の時‘代は，単なる倹約及び封建的収奪の強

化のみでは最早領主財政の建て直しが計れる

時期ではなかった。彼は「人漸々に箸修に赴

く者にて，奈とも禁ずべからざる勢ある者な

り」（経済要略）と当時箸1多という言葉によ

って表現されている消饗経済の拡大を歴史的

必然として捉え，その対･策としては消費経済

の拡大に釣合うだけの生産経済の拡大がなけ

ればならぬと主張する。そして生産の拡大の

ためには，現存の制度では不適当であり，制

度の改革が必要であるとするのである。

「……故に財用の費ることは年々に倍加し

て，上下共に･世を渡ること難渋に及ぶは，世

界一統の運歩也，夫財･用の費ること年々弥増

に増長することなれば，国内より出る物産等

も亦年々弥増に倍加するに非れば，是国用を

弁ずるに足らず，然るに財用の費ることのみ

増長して物雌の生ずること増加すること無き

に至ては,国内漸々に空虚になりて,後には財

用に手窓べきは論を待たず明かなり，既に財

用の給らざるに|臨み，恐れて早く経済の道を

術め，厳しく制度を改正するときは，挽回ど

すことも難からざる者なれども……（中略）

郷大夫等其君に節倹を勧め，制度を改むるこ

とを務ずして，唯其眼前の穏なるを務とする

は，其君に不自由さすることを‘陣りて，一時

の‘患なるに似たれども，己が君の国家を堕落

し，万民を飢寒に迫らしむるの基源にして，

其実は毒を国中に流すなり」（経済要禄）

勿論信淵に倹約論がなかったわけではない

封建制下の経世家の1人として倹約の必要な

ことは挙げているが，彼の場合は倹約そのも

のに主体性を求めているのではなく，それは

殖産興業を効果あらしめるための1つの手段

としてであり，相対的な倹約の必要性を述べ

ているに過ぎない。又封建的収奪の強化は，

領主経済の姑‘息的救済の手段とはなり得ても

決して領主経済の安定をもはらすものではな

く，そのためにかえって封建制下における諸

矛盾を激化させ，領主経済の危機度を更に促

進するものとして反対している。「然るに財

用を積楽るを経済と謂ふ人あり，是大なる誤

なり，凡そ国家に主たる者の身分にて．…･…・

（中略）家中諸士の俸禄を減し，山林田畑の

税を増し……（中略）種々那答の政事を行て

卑劣下賎なる業を動て架敏を励むときは」一

時的には財政窮乏状態は救済出来るが，「･･･

…右様部害の政事を行うときは，神意も人’情

も共に雛るるのみならず，六民悉く困究し，

終に禍と成ること多し」「右,隙にして職たる

財は，‘恰も瓢風の落葉を吹緊めたるが如く，

幾程多く積と雛ども，風の変ずるときは皆忽

ちに散失る者なり」「架敏の術を行ひ財･用を

積蓄ふるは，必ず国家の後患を為す者なり」

（以上経済提要）江戸時代の中期以降多くの

藩が殖産興業策をとり入れ，特定の国産品を

定め，その生産を奨励し，これの生産過程及

び販売過程に直接又は間接に介入し，そこか

ら多大の収益を渡得することにより領主経済

の崩壊を防止し，ひいてはその安定を計ろう

と努力した。一般的に幕府及び諸藩の領主経
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ことになった。とりわけ江戸幕府が各大名を

統制する手段として行なった参勤交代制は，

膨大な貨幣の支出となって一層藩財政を圧迫

した。元禄期以降全国的に商品経済が発達し

商品流通が拡大し，急､速に消費経済が発展し

た状況下において，領国経済の貧困化を防止

し，財政を維持し建て直して封建的支配機椛

を維持するために，諸藩は積極的に殖産興業

政策を行ない，国産品の生産を奨励し，領外

からの同種商品の移入を防止し，更には積極

的に領外へ移出し，以って貨幣の狸得をはか

ろうとしている。諸藩が殖産興業政策を行な

う場合に特定の国産品を定め，領内の農民層

にその生産の奨励を行なっているが，これは

単なる生産の増加を期待したのではなく，商

品としての国産品の増加を期待したのであり

一定の商品経済の発達を前提として行なわれ

た政策なのである。

殖産興業政策を実施するにあたり各藩は，

役所とか座とか呼ばれる特別の機関を設置し

てこれに当った場合が多い。然るにこの様な

機関を設けてこの政策を実施するためには資
金が必要であり，その資金の多くは富商や豪

農に仰いだ。また商品としての国産品を売り

さばく場合にも，商人層の助力が必要であっ

た。以上の如く，現実に各藩がその藩財政を

維持し，建て直すために行った殖産興業政策

も，その政策を実際に運営するための資金及

びその国産品である商品を流通機:儲に乗せる

ためには，藩独自の力だけでは如何ともなし

難く，商人層の参画なしにはとり行なえなか

ったのである。

そこで‘信淵が殖産興業論を展開するに当り

以上の様な商人層の存在が問題となってくる

彼の商人層に対する意識は彼が殖産興業論を

推進させる過程において，大きな変化となっ

て現われてくる。彼は（経済提要）の中で三

事六要の制を行なう必要を強張しているが，

この中で物産の開発と同時に商賀を轄するこ

とを主張しており，これが天保時代に入って

済は，早くも元禄期頃より破綻の徴候を見せ

ているが，その原因は消費経済の拡大にあっ

た。近世期における武士階級とそれ以前の武

士階級は，その生活の場所において大きな相

違を示している。近世期以前の武士階級は，

在地において直接農民の支配者として（また

彼等自身農民的性格を多分に持っていた）生

産経済の一翼を担っており，生活資料の大半

を自給的に賄うことが出来た。然るに近世初

頭における兵農分離政策により武士階級は在

地より切り離され城下町に集合させられるこ

とにより，経済的には完全なる消費者階級に

転化したのであり，今まで自給的に調達する

ことの出来た生活資料までことごとく貨幣を

媒'体として手に入れなければならなくなった

領主財政の基本的な財源は，農民からの封建

的収奪が基盤であり，米を中心とする農作物

が主体であり，それを貨幣に変えることによ

って，その経済を維持して居るのである。領

主経済はしばしば農民からの封建的収奪を強

化することによりその財源の強化を計り，も

って消費性向の拡大する中において領主経済

のバランスを保持しようと努力して居るが，

自給的主穀農業を中心とする農民からの収奪

には限度がある。余りに封建的収奪を強化す

ることは，農民の再生産力さえも破壊し，農

民が土地を捨て逃散することにより荒礁地が

増大し，かえって農民よりの貢租の減少とい

う事態を招来する。また農民層からの貢租増

徴策は，百姓一摸という職種的な対抗策に会

い，かくして不本意ながら貢租増徴策は後退

させねばならなかった。

江戸時代の領主経済は，完全に貨幣経済の

うずに巻き込まれており，そ.の限りにおいて

特に貨幣鋳造権を持たない諸藩は，燕府に比

べて一層その財政は窮迫して居た。諸藩の場

合その領国経済は一方では独立しながら，他

方においては全国経済に深く織り込まれてお

り，商品が移入されればそれだけ貨幣が自領

から外に流出し，その領国経済を窮迫させる
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彼の経済論の中心に成って居る商人統制論及

び商業官営論の萌芽的な理論である。

文化I時代から文政の前半期に於いては，信

淵は商人層に依って持たらされる封建領主経

済の困乱を左程意識しては居らず，むしろ積

極的に商人層の財力を利用することに期待し

ているのである。（経済要略）においては，

殖産興業政策を実施するに際しては，先ず資

本が必要である故，その資本を商人層より求

めると述べている。「今の世に鎚万の大金を

持殺にして，其金を出すべき所なきに困む者

も亦,極めて多し，国君もし至誠にして人を欺

くの念なく国家の為に物産を興し，国土を富

実にして万民を安養するの仁心あらぱ，他国

の財主と雌も皆来て助力すべし」

以上の様な楽観的商人観は，先にも述べた

様に（経済提要）以降において急変してくる

すなわち「万貨の売買の権柄を商民共に任せ

るは，国家の大患を為すの中於て，米穀の売

買を賀人に任せるは，其禍最も甚し」（経済

提要）

「……古来商人どもに御任せ置き成されたる

万物売買の権柄を悉く御取上に致し，新規に

交易府を立て，奉行及び数多の役人を瞳き，

日本国中の産物を湊会する処には，役所を立

て，役人中出役し，是迄の問屋株所持の商人

共をぱ交易役所の下役に使ひ，天下の産物を

悉く公雌の御持に御貿入あそばされ……，是

迄の様に売買致させ」（経済提要)と述べ，商

品流通面においての商人層の搾取が非常に大

きいので，新しく全国的商品流通を統制する

機構を作り，蒋府の統制下に商人層を使用し

て，全国的規模に於いて殖産興業の成果であ

る国産品の販売を行わねばならぬとしている

各藩が行なった殖産興業政策は，領主経済

の窮乏を救済するのにある程度の成果を見せ

ながら根本的な救済手段にならなかったのは

各藩が割拠主義をとり，自藩の領国経済の独

立を維持することを目的としたことに，1つ

の原因があり，これが国産品の販売の拡大を

阻害する要因でもあったのである。すなわち

各藩が殖産興業政策を行う場合の目的は，出

来るだけ他領からの商品の流入を防止し，そ

の領国経済内部から外部へ貨幣が流出するこ

とを阻止し，又職極的には商品を領外に流出

させることによって，その領国経済内部に外

部から貨幣が流入することを期待したのであ

る。各藩はその国産品を商品として，領外の

販路に乗せるためには，江戸，大阪，京都等

の天領にある自由市場にその商品を進出させ

る必要があった。この面から見ると江戸，大

I坂，京都等には全国から商品が集積され，地

方経済の全国経済化が促進されたわけである

が，然しこの全国経済化は地方的分業を足場

として展開されたものではなかった。つまり

各藩はその領国経済内部においては自給自足

を前提にしそれの確立を企て様としていたの

で各藩が目的にした．他領に商品を流出させる

ことにより貨幣を狸得しようとする動きは，

当然大|坂，江戸等の中央市場においてぶつか

り合い激しい競争･となってあらわれた。故に

殖産興業政策は各藩が割拠主義をとり，その

領国経済の独立をはかるために，内的には自

足自足策を企て様とした所に，結果としては

流通面においての限界があり，封建制下にお

ける各藩を単位とした殖産興業政簸の限界点

があった。又殖産興業を行なう場合に，資金

面，流通面から商人層を介入させなければな

らなかった所にも，その成果を大ならしめる

ことの出来なかった原因があったのである。

4．流通統制論

信淵は自己の学問を正当ずける為，佐藤家

には祖先より代々の学問が伝承されていると

誇張しているが，その真偽の程は先学諸氏の

研究で明らかなごとく多分に疑わしいもので

ある。彼は伝統的家学なるものを，祖父不昧

軒以来の三代の学であると主張する場合と高

祖父歓庵以来の五代の学であると主張する場

合とがあるが羽仁五郎氏はその箸（信淵に関
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する基礎的研究）の中でミ佐藤家学の伝統の

批判､として，′信淵が主張する家学三,代説と

家学五代説を著作別に分類している。家学三

代説は経済要略，天柱記，経済要禄等の天保

以前に書かれた著作に見え，家学五代説は，

農政本論を始めとして，物価余論，復古法，

復古法問答書，雑貨法等の天保期およびそれ

以後の著作に見られる。但し経済提要，別本

経済提要，薩藩経純記においては，同一著作

内において，一方において家学三代説を主張

し，他方において家学五代説を主張して居る

これらの著作は，いづれも文政未年から天保

初年にかけての著作であり，この時期に信淵

はその主張する伝統的家学を三代説から五代

説に切り換えたと見る事が出来る。彼がこの

様にその主張する伝統的家学を三代説から五

・代説に転換させたことが，彼の経済論とどの

様な関係があるかとつぎに考察してみよう。
彼は（経済提要）において「古来商人ども

に御任せ置き成されたる万物売買の権柄を悉

く御取上に致し，新規に交易府を立て，奉行
及び数多の役人を侭き，日本国中の産物を湊

会する処には，役所を立て役人中出役し，是
迄の問屋株所持の商人共をぱ交易役所の下役

に使い，天下の産物を悉く公儀の御持に御買

入あそばされ……是迄のj嫌に売買致させ」と

述べている。彼はこの中で燕府(公儀)を中心

に全国的流通機織を整備し，その流通機構を

掌握し，搾取をほしいままに行なっている商

人層を，幕府を中心とする全国的流通機構の

下に再編成し，彼等の活動範囲を限定する必

要ありとしている。これは信淵が殖産興業論

を展開する過程において，藩的(領国経済的）

規模における殖産興業策は，現実として流通

面において限界があり，これを打するために

は，より大きな権力を持つ幕府を中心に全国

的流通機椛の整備を行なわねば殖産興業策も

結果としてはたいして効果のないものとなっ

てしまうと考えたためそれ以後の彼の経済論

は商品の流通統制面を中心として，封建領主

経済の窮乏を建て直すことがまず第一である

となってくる。

つまり，燕府（公儀）を対･象としてその経

済論を展開するためには，家学三代説よりも

更に伝統と権威を持った家学五代説が信淵に

は必要であったのである。文政末年より天保

初年にかけての時期がこの様な必要により，

信淵がその家学を祖父不昧軒以来の三代説か

ら高祖父歓庵以来の五代説に繰り上げる準備

期間であった。天･保期以降信淵|は商人層の弊

害を強張しており，商人を統制することが国

家統済を安定するための最も重要な方法だと

論じている。

「天下国家を為むるに莞商賀也の一経を以

て最要とすべし」（復古法概言）という所以

である。

流通統制論は，内容的には商人統制論と商

業官営論より成り立っているが，その前提と

して商人層に依ってもたらされる封建経済の

困乱と領主経済の窮乏を取り上げ，商人層を

取締ることなくしては，領主経済の維持，建

て直しもあり得ないと策論するのである。そ

こでまず第一に流通統制論を展開するに際し

て，如何に商人層の活動が経済困乱の原因に

なっているかを説明している。

「豪富の勢に乗じ淵雛の権を逼して，花利

の金を貸出し，数十家の産業を兼併せ小百姓

の呑腫こと虎狼よりも劇しき者なり，貧民皆

其迫篭督責に困厄て故土を離散し他郷に流落

する者其数を知らず，故に凶荒の年にも非ず

して小百姓を磯寒に死せしめ国家の人別を減

する者は豪窟の民なり」（農政本論）
あきんどかねかし

「天下の貨財過半は彼国議（商人・債主・
うけおひ

撲買のこと）等が有と為て，諸大名と雌ども

給を債主に仰ざること得ざるに至れり」（農

政本論）

「……商人等多金の勢を遅し，益々大金を

集るの便計を励が故に，官庫も充実する事能

はず，財用の融通愈窓迫て一統に難渋に及び

少の不作にも餓死人多く道路に充候事」
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（済四海困窮建白）

「天下の貨財大‘慨商人に括蕊せられて，武

士も百姓も皆商賢に制せられ，貧に困むこと

甚しと雌ども，人主も亦空虚にして此を済ふ

こと能はず，終に財用焦眉の急に迫りて天下

を失ふに至れること」（復古法概言）

彼の流通統制論は，殖産興業論が領国経済

を主体とする藩政的規模における経済論であ

ったの対して，はっきりと幕府を中心におい

た全国経済を主体とする幕政的規模の経済論

である。「君候試に仁明なりと雌ども慨なが

ら一境の領主に坐して天下の大政を奉行し給

ふに非ず，旦又万物の直段漸々貴く成たるに

因て，世上一統の難渋に及びたるを帆回する

の政は，国家に幸として従来の弊政を改革し

広財の淵源を開達するに非れぱ為す可らざる

の鴻業なり，故に規模広大なるを以て……」

（物③価余論）

商人を統制し，商業の官営を行ない，以っ

て封建制の危機を解消し，その建て直しを企

るためには，全国流通圏を支配するだけの力

をもつ幕府が乗り出さねば根本的な解決はあ

り得ないことを信淵は認識した。彼は物価余

論から復古法と題する一連の著述において，

幕府を中心に全国経済を主体とする流通統制

論を明確化して居る。物価余論において，経

済とは通移開闘，万物統括の法を行ない，商

人の統制，商業の官営を以って物価を平準す

ることが先づ必要であると，主張する。

「今の時態の如く万物の相場甚だ高直にて
だやね

上下一統困窮に及びたるの基本を推し原る時

は，唯是れ御上の府庫に財用の乏きより始れ

る事論なき也,故に天下の産物を平準館に落
くくり

蕊て，物の価を上下するの大柄を官府に握り

､四海保有の富を悉く官庫に帰せしめ，専ら下

々を潤したまふ事を要務としたまふ時は，世

上の難渋漸々 豊楽に至るべし」（物余論）

物価を平準するために，平準館なる機関を

設け，諸物産をすべて此所に買上げ，然る後

に商人の得る利益率を上より統制して平準館

から各商人にその諸物産を売渡し，これを一

般に売捌かしめると言うのである。

天保の終わりから彼の未年に至るまでの一

連の復古法と題する著作を中心として，信淵

は商人統制及び商業官営が経済の最要である

と主張しているが，経済を安定し国家を欝盛

にするには，伊顎･が行なった様に「商賀を管

して，産を括て万貨を官に幅湊し，互市交易

を励しめ，慾めて有無を遷し，居を化して軽

重を通移し，開闘決まし，且つ高下徐疾の鍵

を行ひ，其抽税を秋立たるは，先づ財用の涌

き出づる淵を開て大に官庫を富有し，金銀，

米銭満ち溢れて置き処の無きに至らしめ，乃

ち其の金銭を蒔して広大無偏なる仁政を施し

天下の貧富片落に成りたる宿弊を除きて，下

民の霧急を救ひ貧富の無きに至れり」（復古

法）と伊雰･の法を祖述し，国家を繁栄させ府

庫を充実させることが経済の正道だとしてい

る。現実の貧富片落，四海困窮の原因は貨幣

が商人層に集減し，府庫が空虚のi牧であり，

これを決解するためには，遷有無化居，万

貨を莞権し通移軽重するミこと，国家権力に

より直接商人を統轄し，国家専売を行ない国

庫に貨幣を集種させねばならぬというのであ

る。

5．信淵の晩年の方向

信淵の流通統制論は現実の幕府政治への彼

の妥協的な方向においてなされた傾向が強い

が，彼のもう一つの側面である絶対主義的方

向においての経済的解決策がその'塊年の垂統

秘禄において見られる。彼の絶対主義的思想

は，その晩年に至って突如現われたものでは

なく，混同泌策等の文政期の著作においても

三台六府の制を中心とする統一的国家権力の

像となって現われているが，それは天保期に

入って，彼自身が幕府政治に対･して妥協的な

態度を表わす至って，しばらくの間消え失せ

ていたわけである。

「四民に分けて国家を経営するときは，外
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辺は四科に分れたるが如くなれども，内実は

混乱せざることを得ず，何んとなれば，士は

政事と武備とを専務として，水陸の物産に従

事せざるを以て，農・工・商の三民にて世界

の産業を営為するが故に，産業多くして其科

なし，是を以て商民にして窃かに草民，樹民

漁民等の業を兼ぬるを以て，何れの営為も皆

疎放に為りて精密を尽すこと能はず，利潤年

を逐て減少し，或は己が産業を人に呑併せら

れて，家産敷を失ふに至り，流散する者漸々

に多く，終には国家衰微に及ぶ者にて……」

（垂統秘禄）として，信淵は従来の四民から

なる封建的身分関'係を廃止し，新しくすべて

の国民を草・樹・鉱・匠・賛・傭・舟・漁の

八民に再編成し，三台，六府，五館の全国的

政治組織を作り，生産・分配・流通の機能を

悉く中央政府に集中し，絶対主義の方向にお

いて経済的解決策を見出そうとするのである

ここにおいて彼は現実の政治にかかわること

なく自由に彼の重商論・殖産興業論・流通統

制論を一つに合体させ展開させるに至った。

これが彼の晩年の経済論を全く時代の社会的

現実より超j越させてしまった所以である。
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